
平成１９年度 国立情報学研究所 
 

  

 
           
 
 

 ヒト胚性幹細胞（ES 細胞）の再生医療への応用が注目されている。莫大な数の

細胞を無尽蔵に供給する能力を持つだけでなく、体を作るすべての種類の細胞と

組織に分化して作り出す能力、すなわち無限増殖性と多分化能が、様々な医学応

用のために注目される理由である 。また新薬開発や安全性試験、毒性試験にもヒ

ト細胞の使用が不可欠である。ヒト組織細胞の入手と供給には大きな制限がある

が、ES 細胞の場合には特定の試験目的のために遺伝子改変を行った細胞を大量に

作ることも可能である。ES 細胞はなぜ万能細胞と呼ばれるのか。その答えは、無

限の増殖能力と、殆どすべての種類の細胞を作り出せる多分化能、これら両方を

持つ唯一の細胞だからである。参考文献：中辻憲夫「ヒト ES 細胞 なぜ万能か」
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専門分野： 発生生物学と発生工学、とくに、哺乳類の ES 細胞や生殖細胞の

発生分化の研究に従事 

 

受賞等： 平成１６年度京都新聞大賞文化学術賞 

 

主な著書： 

○再生医学の基礎 : 幹細胞と臓器形成 中辻憲夫編 ／名古屋大学出版会

H. 15 出版 

○ヒト ES 細胞なぜ万能か 中辻憲夫著 ／岩波書店 H. 14 出版 

○幹細胞・クローン研究プロトコール : 再生医学をめざした幹細胞の分離・

培養・分化制御から再プログラム化の研究まで 中辻憲夫編 ／羊土社

H. 13 出版 
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